
がけ地から建物を守るために

「自然斜面の崩壊」や「擁壁の倒壊」の影響を受けない
建物配置についての離隔基準

金沢市　道路建設課　がけ地対策室

建築行為の届出前に・・・

敷地内または敷地周辺に１ｍ以上の高低差を有する自然斜面や

擁壁がある時は、敷地の安全確認が必要となります。

■その他

Ⅰ．自然斜面や擁壁からの離隔が不要となるとき

ⅰ 法指定を受け対策工事が完了している場合（必要な場合は、管理者に確認のこと）

ⅱ 土質調査を行い、その結果をもって斜面安定計算を実施し、安全性（待ち受け

擁壁や補強工事などの施工を含む）が確認された場合

ⅲ 市、県又は国が管理する道路や用水等の擁壁で、管理者の確認が行われた場合

ⅳ 「土地区画整理事業」、「宅地造成等規制法」、「建築確認申請（工作物）」、

「金沢市がけ地防災工事」によって築造された擁壁で、事業完了後及び検査完了後、

適正な維持管理が行われている場合で、昭和５６年６月１日（建築基準法の一部改正）

以降に築造されたものであること

ただし、欠陥（割れ目、変形、水抜き孔の欠落など）がない場合に限る

ⅴ 「土地区画整理事業」施行中で、当該事業により築造された擁壁の場合

ⅵ その他、道路建設課がけ地対策室の職員に相談してください

※上記に該当する証明図書を提出してください。

Ⅱ．敷地が土砂災害特別警戒区域にあるとき

敷地が、土砂災害特別警戒区域にあるときは、建築物が土砂崩れによって破損

しないために、土砂の衝撃及び崩土の堆積圧に耐えられる強度を備えた擁壁など

の築造が必要となります。

詳しくは、

石川県 県央土木総合事務所 河川砂防課にご確認ください。

ＴＥＬ ２３９－３９０３

相談窓口

〒９２０－８５７７ 金沢市広坂１丁目１番１号

金沢市 道路建設課 がけ地対策室

TEL ２２０－２６１２ FAX ２６０－７１９４

E-mail:gakechi@city.kanazawa.lg.jp

一部改正：平成２４年８月
一部修正：平成２６年２月
一部改訂：令和　７年７月



※「建築確認申請」の提出前に、建物の建築予定地の安全確認が必要です。

下記に該当する方は、道路建設課 がけ地対策室へ必要書類の提出またはご相談ください。

３０°

３０°
α°

Ｈｍ

α°=30°を超える
Ｈｍ= 3m を超える

有

『建築確認申請』提出までの流れ

問題無

問題有

再確認
無

現在、建物の新築や増改築
などの建築計画がある

敷地内または敷地周辺に

１ｍ以上高低差を有する

自然斜面や擁壁があるか

『がけ地および擁壁等の調査依頼書』を
道路建設課 がけ地対策室へ提出し回答を得る

「建築確認申請」の提出

『がけ地・既設擁壁等の調査・指導結果回答書』の
内容に準じた建築計画を立案する

道路建設課 がけ地対策室にて
回答書の内容と建築計画の相違確認 建築計画の修正

『がけ地・既存擁壁等の調査・指導結果回答書』の回答例

■ 自然斜面の上または下に敷地があるときは
金沢市建築基準条例第２条に準じて建物を離します。

■ 原則として、擁壁の上端または下端から３０°

ライン以上建物を離します。ただし、深基礎
又は高基礎にすると近接が可能となる場合が
あります。

■ 原則として、擁壁の上端または下端から４５°

ライン以上建物を離します。ただし、深基礎
又は高基礎にすると近接が可能となる場合が
あります。

金沢市建築基準条例第２条のイメージ

自然斜面のときは．．． 擁壁のときは．．．

チェックポイント
・割れ目（亀裂やクラック）がないか
・不自然な傾き出し（変形）がないか
・水抜き孔（パイプ）が設置されていないまたは壊れている
・その他、不自然な様子が伺える

敷地

敷地

該当しない 該当する

４５°

４５°

敷地

敷地

該当する

チェックポイント
・斜面が３ｍを超える高さであるか
・斜面が３０°を超える勾配であるか

２Ｈ

２Ｈ


